




















































































口走っていたのだから当然だろう)， S IMA I Lの方はよく分からないので調べてみま
じようというご返事であった。折しも，学術情報センターがNACSIS.VOICEというボ
ードを作って利用者の声を募集し始めた.ぜひとも書き込んでやろうと意気込んで
いたのだが，私も熱しやすく覚めやすい国民性に無縁ではないらしく，ついそのま
ま日を過ごしてしまった.先日ようやく下書きを済ませていざ書き込もうとしたの
だがあなたには本掲示板へのメッセージ書き込み権は設定されていませんJと
いうエラーメッセージが返ってきた.要するに募集期間を過ぎたということなのだ
ろうが，その文面のあまりの冷たさにキーボードを涙で濡らしつつ， QAという別の
ボードに書き込んだ.
そして，ついに，何と劇的なことであろうか，この小文を執筆中に，学術情報セ
ンターからの回答が出たのである.私は感涙に咽びながら読んだ.その一部を引用
してみよう.
-利用される通信経路により￥」と r$ Jの文字が入れ替わることがある
現象ですが，この発生原因は学術情報センターの電子メールシステム側には
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なく，利用されている大型計算機センター，情報処理センター，計算機セン
ター側の環境設定にあります.
-発生するきっかけは，利用者側の計算機が，富士通製であり，かっ， N-lに
よる接続をした場合に起こります. (N-lは，異機種聞の計算機の接続に用
いている通信手順であり，富士通製の場合は， NVTコマンドで利用するこ
とになります. ) 
-文字化けしない環境の設定は，富士通が標準提供している文字コードではな
さそうで，各センターが追加したものらしく名称も統一されていない様子で
す.富士通ユーザが富士通に対して標準化してもらうのも，一つの方法では
ないでしょうか.
感涙はやがて止まり，新たな悲しみの涙が頬をったった.控訴棄却になった被告
のような気分である，とりわけ三つ目のパラグラフの文章は，私の頭脳では正確な
文意を解し難く，具体的にどのようにすればよいのか全くわからない.
どのような接続経路においても文字化けなくデータをやりとりするにはどういう
文字コード設定をすればよいか，それは主に富士通の計算機を使用したセンターか
ら N-lネットワークを通じて接続する者の問題らしいが，そうした接続経路で繋い
でいる人が全国にどれくらいいるかなど私には調べようもなく，抜本的な解決策は
己然として深い霧の彼方である.学術情報センターのネットワークが今後どのよう
に発達していくのかはわからないか，少なくとも現状では、他の商業ネットと違い，
パソコンレベルではなく大型コンビュータに精通した人でなければ十分に使いこな
せないもののようである.かくして，またもや臆病な猿と化した私は， JUNETや
BITNETに手を出すことも欝賭しているという情けない状態にある.
この小文は要するに非力な一利用者の妄言である(文系人間の全てがそうなので
はない，念のため).無視することなく，途中で放棄することもなく，ここまで読
んで下さった奇特な方のためにお詫申し上げたい.
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